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流体機械の研究の想い出
RemembranceofResearchesonFluidMachinery

石 原 智 男*
Tomo･OISHIHARA

昭和21年10月から昭和59年3月までの37年6カ月にわたる筆者の研究生活の想い出をまとめた

ものであり,退官記念講演の内容を書き改めたものである.流体工学の研究に興味をもつようにな

った経緯,流体トルクコンバータの研究の過程と自動変速機の研究概要,油圧工学の発展へ向けて

の研究概要,その他流体機械関係の研究概要等について述べ,研究室の研究成果を要約している.

1. は じ め に

戦時中,筆者は第二工学部の学生であり,また当時の

海軍の技術学生でもあった.終戦の年である昭和20年2

月から終戦の8月15日まで約半年海軍の空技厳に動員

され,前半は追浜で,後半は秦野でジェットエンジンの

開発研究の下働きを勤めた.兼重寛九郎先生のご配意に

よって,機械科の大先輩である永野 治氏 (当時少佐)

のもとで学生時代にこのような最先端の技術開発に触れ

る機会を得たことはまことに幸せであった.追浜の頃,

永野氏から文献調査のため本郷に出張するよう指示を受

けた.東京大空襲の直後であり,瓦磯の中を新橋から本

郷まで歩き,第一工学部の造船学科の図書掛の人を探す

までの苦労と,指示された文献をようやく見ることがで

きたときの喜びは今でも忘れられない.その文献はIn-

genieurArchivの1932年版に掲載されていたA.Betz

のG8ttingen587翼型の翼列実験の論文であった.当時

はコピーなどの設備は無く,この論文を筆写して追浜ま

で戻り,翌日その概要報告を行った.この論文を読んだ

ことと,秦野でジェットエンジンの性能試験とデータ整

理に関与したことから,流体力学に興味をもつようにな

り,終戦後の約1年間を故宮津 純先生のご指導のもと

に流体関連の卒業研究を行うこととなった.宮津先生に

お願いして研究テーマを翼列理論にさせてuただいたの

もこのような経緯による.卒論は ｢任意翼型よりなる直

線翼列の一近似解法｣であったが,今でいう特異点法の

はじまりであり,筆者の研究の第一歩であった.1)このよ

うな事情もあって,学部卒業の翌日から第二工学部の一

員として宮津先生のもとで流体工学の研究･教育に従事

することとなった.
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2.流体 トルクコンバータの研究をはじめるまで

昭和21年10月からの数年間は翼列理論をはじめとし

て流体工学の基礎についての勉強が主であった.その当

時H.Lorenzの著書Technische Hydromechanik

(1910)を読んで感激した.流体力学の基礎から応用にわ

たって,巨視的ではあるがドイツ人らしい筋の通った理

論展開がなされており,複雑な流れの現象をまず巨視的

に把握し,そこで説明がつかない事項について実験的･

理論的に詳細に追求しようとする工学研究のセンスが示

されていた.現在でも筆者の愛する書の一つである.こ

れに刺激されて,流体機械の中で理論的に解明されてい

ない諸問題の研究に取り組みたくなり,基礎の勉強を兼

ねながら水槌ポンプ,軸流ポンプ,渦ポンプなどの流体

機械の離 解析に熱中した.当時のこととて研究費の面

から実験は困難で,もっぱら紙と鉛筆による研究であっ

た.研究結果を昭和22年から25年にかけて機械学会で

発表したが,これらについて宮津先生から(1)小論文と

しては良いが,これ以上継続して研究するテーマではな

い,(2)主研究としては将来性のあるテーマを選びなさ

い,(3)国内外で研究者がすでに取り組んでいる研究テ

ーマを避けなさい,というご指示を受けた.将来性があ

り,しかも後追いでない研究テーマを模索しなさいとい

うことであった.

そこで,流体関連の研究動向を調べるため,進駐軍の

好意によって主としてアメリカの雑誌類の閲覧ができる

日比谷の小さな図書館に足繁く通った.近刊の技術雑誌

の中に流体継手や流体トルクコンバータを用いた乗用車

用の自動変速機の記事を兄いだし,これが流体の関係す

る機械の一種であることから強く興味をひかれ,関係文

献を探し求めた.文献複写の容易でない時代のこととて,

必要事項をノートにメモし,図面はトレーシングベーパ
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